
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月のＱ＆Ａ：【年少者を雇用する場合の注意点を教えてください】 

小さな飲食店を経営しています。夜間は数名の大学生をアルバイトとして雇っていますが、春休みや夏休み

の期間には高校生のアルバイトも雇いたいと考えています。知人に聞いたところでは 18 歳未満の高校生の

場合には年少者に関する規制というものがあるそうですが、どんなことに注意すればよいのでしょうか。 

年少者とは、労働基準法上では満 18 歳に満たない者を指します。高校生であれば 15歳までの「児童」では

ないため就労自体は問題ありませんが、心身の発育過程にあるため法律で特別な保 

護が適用されています。具体的には週 40 時間、１日８時間の労働時間の制限、危 

険有害業務の禁止、深夜時間帯の労働の禁止などです。忙しいからといって 22時 

以降まで勤務させてはいけません。また年齢を証明する戸籍証明書を事業所に備え 

付ける必要があります。なお高校生であることを確認できればよいと勘違いして在 

学証明書などで済ませているケースもあるようですが、これでは不十分です。 

４月号 VOL．094 

今月のキーワード：【fool】 
エイプリルフール（April Fools' Day）が「４月バ

カ」と訳されるように“fool”は名詞で「バカ者・

笑い者」、動詞で「バカなまねをする・ふざける」

という意味です。“Don't make a fool of me!”は

「バカにしないで！」、“Stop fooling around!”は

「ふざけるな（いいかげんにしろ）！」です。“Who 

are you trying to fool?”は「誰をだまそうとして

いるの？」と、反語的な「自分はだませないわよ」

という２つの意味があります。“fool around with 

人”で「～と浮気をする」という意味があります。 
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２０１９年４月３０日は「平成」から「令和」へと改元した日。低成長や災害が続いた「失われた 30 年」を

経て『万葉集』の梅の花に希望を託した新元号が始まりました。理想の世とは言い難い世界情勢ですが、冬を

耐え忍んで花開く梅のように、一人ひとりが明日を信じる心はこれからもずっと大切に持ち続けたいですね。 

【嫌いが悪で、好きが善ではない】 

脳科学者の中野信子氏は著書『「嫌いっ！」の運用』

の中で、「嫌い」という感情について「嫌いが悪で、

好きが善ではない」と書いています。「嫌い」は自

分自身を守るために非常に大事なもので、かなり

のエネルギーを割いて生み出しているのに、みす

みす捨てたり、抑え込んで苦しくなったりするの

はもったいないとして、「嫌い」を科学的に解説し、

活用を促しています。確かに「嫌い」という感情

は扱いにくい。「嫌いはよくない」という教育や社

会通念があるため、矯正法や対処法は考えても、

深掘りする価値があることは認識されていないか

もしれません。しかし、それは自分を知るチャン

スを失うことであり「嫌いは悪い」というレッテ

ル貼りによる思考停止でもあります。「嫌いは悪

い」と思っていれば、「嫌う自分は悪い人」になっ

てしまうからです。レッテルを貼ることで本質を

見逃すことがあると気付かせてくれる言葉です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今月の商売のヒント：【変えられるのは自分だけ】 

従業員のやる気がない。覇気がない。叱咤激励を繰り返しても結果

は思わしくない。このような経験はありませんか？精神科医ウィリ

アム・グラッサーが提唱した選択理論心理学は、この悪循環に明快

な答えを示します。それは「他人は変えられない。変えられるのは

自分だけ」という原則です。選択理論によれば、私たちの全行動は

「行為」「思考」「感情」「生理反応」の４つの要素で構成されていま

す。朝、デスクを整理するのが「行為」。これで今日も良い一日にな

ると考えるのが「思考」。そこから生まれる前向きな気持ちが「感

情」。前向きな気持ちで背筋が伸びるのが「生理反応」です。この４

つのうち自分が直接、コントロールできるのは「行為」と「思考」

だけです。残りの「感情」と「生理反応」は行為や思考の結果とし

て自然に生じるものなので直接、コントロールしづらい要素です。

優れた経営者は「物事にはコントロー 

ルできるものとできないものがある」 

ことをよくわかっています。直接、コ 

ントロールできない従業員のやる気を 

何とかしようとする代わりに、自らの 

「行為」と「思考」を変える努力をし 

ます。指示の出し方、対話の質、環境づくりといった「自分がコン

トロールできること」に集中するのです。自分が変われば結果とし

て周囲も変わり始めます。これは相手を変えたのではなく、自分の

変化が相手に新たな選択肢を提示したからにほかなりません。「な

ぜやる気がないのか？」という思考を「私は関わり方をどう変えら

れるか」にシフトする。この発想の転換こそが組織を動かす鍵とな

り、従業員のやる気を促すのです。 

今月の気になっていたあの言葉：【ラーケーション】 

ラーニングとバケーションを組み合わせた造語。生徒が保護者等と校外学習活動を行うことを推進し登校しな

くても欠席にならない制度で、愛知県が２０２３年に初めて導入した。保護者の働き方や家族とのコミュニケ

ーションを考えるきっかけになるメリットがある一方、公平性や教員の負担増などの課題が挙げられている。 

事務所公式 LINE を始めました。 

法改正など必要な情報を短い動画で

配信していきます。 

ぜひ登録してください！ 

就業規則・給与計算・有休の相談などなら 
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